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次
に
、「
富
士
川
禹
之
瀬
下
流
域
の
治
水
対
策
に
つ

い
て
」
お
伺
い
し

ま
す

。 
気

象

庁

は

、

沖

縄

地

方

で

五

月

四

日

に

、

平

年 
 

よ
り
六

日
、

昨
年

よ
り
一

日
早

く
梅
雨

入
り
し

た
と

み
ら
れ

る
と

発
表

、
今
年

も
長

雨
の
季

節
が
始

ま
り

ま
し
た

。 

近
年
の

気
候

変
動

の
影
響

に
よ

り
、
今

ま
で

で
は
、

予
想
で

き
な

い
よ

う
な
洪

水
の

発
生
も

予
期
さ

れ
る

よ

う

に

な

り

、

山

梨

県

に

お

い

て

も

、

今

後

更

に 
 

水
災
害

の
激

甚
化

・
頻
発

化
が

危
惧
さ

れ
る
と

こ
ろ

で
あ
り

ま
す

。 

令
和
二

年
七

月
の

九
州
豪

雨
災

害
で
甚

大
な

被
害

を
も
た

ら
し

た
、

熊
本
県

人
吉

盆
地
の

球
磨
川

流
域

は
、
山

間
に

狭
窄

部
が
連

続
し

て
お
り

、
そ
の

地
形

的
特
徴

は
富

士
川

と
非
常

に
類

似
し
て

い
ま
す

。 

本

県

は

、

災

害

が

少

な

い

と

考

え

ら

れ

が

ち 
 

で

す

が

、

総

務

省

が

発

表

し

た

令

和

二

年

七

月

の 

同

豪

雨

に

よ

る

都

道

府

県

別

の

住

家

被

害

状

況

を 

見

ま

す

と

、

本

県

は

四

棟

で

し

た

が

、

隣

接

す

る 
 

静

岡

県

は

百

十

四

棟

、

長

野

県

で

は

百

十

九

棟

と 
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な

っ

て

お

り

、

大

雨

の

範

囲

が

少

し

ず

れ

て

い

た 
な

ら

ば

、

本

県

で

も

同

様

に

大

き

な

被

害

が

発

生 

し
て
い

た
か

も
し

れ
ま
せ

ん
。 

令
和
三

年
二

月
議

会
「
国

中
地

域
の
気

候
変

動
激

甚
化
に

対
す

る
治

水
対
策

に
つ

い
て
」

で
発
言

し
ま

し
た
が

、
甲

府
盆

地
全
体

に
係

る
治
水

対
策
で

は
、

甲
府
盆

地
の

南
部

は
、
降

っ
た

雨
が
釜

無
川
や

笛
吹

川

を

流

れ

下

っ

て

集

中

し

、

過

去

に

甚

大

な

洪

水 

被
害
が

発
生

し
て

い
た
地

域
で

あ
り
、

こ
れ
ま

で
に

国

に

お

い

て

富

士

川

狭

窄

部

の

禹

之

瀬

で

川

幅

を 

広

げ

る

大

規

模

な

改

修

工

事

が

行

わ

れ

て

お

り

、 
 

現
在
も

そ
の

下
流

域
で
、

堤
防

護
岸
の

構
築
が

進
め

ら
れ
て

い
ま

す
。 

同
「
禹

之
瀬

下
流

の
富
士

川
町

鬼
島
地

区
に

つ
い

て
」
で
も
発

言
し

ま
し
た

が
、
同
地
区

に
お

い
て
は

、

知

事

の

国

へ

の

要

望

、

県

の

働

き

か

け

に

よ

り

、 
 

国
に
お

い
て

富
士

川
本
川

、
小

柳
川
、

大
柳
川

間
に

お

け

る

改

修

工

事

や

河

床

を

下

げ

る

浚

渫

工

事

が 

実
施
さ

れ
、

県
に

お
い
て

も
支

川
の
大

柳
川
の

雑
木

を
撤
去

し
て

い
た

だ
き
ま

し
た

。 
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こ

れ

ら

の

対

策

に

よ

り

、

富

士

川

鬼

島

地

区

の 
流
下
能

力
が

向
上

し
て
、

洪
水

の
心
配

が
減
少

し
た

こ
と
は

喜
ば

し
い

こ
と
で

あ
り

、
対
策

が
終
わ

っ
た

地
区
で

は
、

旧
来

か
ら
の

堤
防

越
水
の

心
配
が

減
少

し
住
民

は
大

い
に

喜
ん
で

い
ま

す
。 

一
方
、

更
に

下
流

の
切
石

・
手

打
沢
地

区
で

は
、

町
の
中

枢
機

能
を

果
た
す

べ
き

役
場
や

、
避
難

所
の

静
川
体

育
館

等
の

重
要
施

設
が

存
在
し

て
い
ま

す
が

未
だ
築

堤
護

岸
の

工
事
が

完
成

し
て
お

ら
ず
、

大
き

な

水

害

リ

ス

ク

を

抱

え

た

ま

ま

で

あ

り

、

事

業

の 

促
進
が

強
く

望
ま

れ
て
い

る
と

こ
ろ
で

あ
り
ま

す
。 

ま

た

、

富

士

川

の

禹

之

瀬

下

流

域

の

当

該

地

域 

か
ら
早

川
合

流
点

間
で
は

、
河

床
が
上

が
り
、

所
々

に
土
砂

の
堆

積
が

見
受
け

ら
れ

、
今
後

も
寺
沢

川
、

夜
子
沢

川
二

支
川

か
ら
の

土
砂

流
出
が

懸
念
さ

れ
る

た

め

、

川

の

流

れ

を

遮

る

土

砂

を

速

や

か

に

撤

去 

す

る

な

ど

、

適

切

な

河

川

の

維

持

管

理

が

必

要

と 

考
え
ま

す
。 

そ
こ
で

質
問

し
ま

す
。 

事
業
の

早
期

完
了

や
適
切

な
維

持
管
理

が
望

ま
れ
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て
い
る

、
富

士
川

禹
之
瀬

下
流

域
に
お

い
て
、

今
後

ど
の
よ

う
に

治
水

対
策
を

進
め

て
い
く

の
か
、

県
の

御
所
見

を
お

伺
い

し
ま
す

。 

 「
富
士
川
禹
之
瀬
下
流
域
の
治
水
対
策
に
つ
い
て
」 

（
県
土
整
備
部
長
） 

身
延
町

手
打

沢
と

切
石
の

２
つ

の
地
区

は
、

川
沿

い
に
人

家
が

連
な

り
、
堤

防
が

低
く
浸

水
被
害

の
危

険
性
が

高
い

こ
と

か
ら
、

現
在

、
国
が

堤
防
の

嵩
上

げ
を
行

う
河

川
整

備
を
進

め
て

お
り
ま

す
。 

こ
の
う

ち
、

手
打

沢
地
区

は
、

約
９
０

０
メ

ー
ト

ル
の
計

画
区

間
の

う
ち
、

約
５

０
０
メ

ー
ト
ル

で
整

備
が
完

了
し

て
お

り
本
年

度
は

、
引
き

続
き
護

岸
工

事
を
実

施
し

て
い

く
予
定

で
す

。 

ま
た
、

切
石

地
区

で
は
、

約
７

０
０
メ

ー
ト

ル
の

計
画
区

間
の

う
ち

、
こ
れ

ま
で

、
下
流

の
護
岸

工
事

な
ど
を 

実

施
し
て

お
り

、
現
在

、
残

る
区
間

の
用

地

取
得
を

進
め

て
い

ま
す
。 

一
方
、
洪
水

被
害

の
発
生

を
防
止

す
る

た
め

に
は
、

河
川
の

改
修

と
併

せ
て
、

堆
積

土
砂
の

撤
去
や

支
障
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木
の
伐

採
な

ど
の

維
持
管

理
が

重
要
で

あ
り
ま

す
。 

特
に
、

寺
沢

川
や

夜
子
沢

川
が

富
士
川

に
合
流

す
る

地
点
で

は
、

土
砂

が
堆
積

し
や

す
く
、

洪
水
被

害
の

発
生
の

危
険

性
が

高
い
こ

と
か

ら
、
国

と
連
携

し
て

堆
積
土

砂
の

撤
去

を
行
っ

て
い

ま
す
。 

県
と
し

て
は

、
整

備
中
の

２
つ

の
地
区

の
早

期
完

成
を
国

に
強

く
働

き
か
け

る
と

と
も
に

、
必
要

な
予

算
を
確

保
し

、
県

管
理
河

川
の

適
切
な

維
持
管

理
に

努
め
て

参
り

ま
す

。 


